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【技術の概要】 

  粘弾性ダンパーを建物に取り付け、その減衰

効果により建物の耐震性能の向上を図ることが

広く行なわれている。申請技術は実験に基づい

て得られた粘弾性ダンパーの特性を的確にモデ

ル化し、そのモデルを用いることにより建物の

耐震性能向上の定量的評価を可能にすることが

できる。 

【技術開発の趣旨】 

  過去の地震被害を省みるとき、建物の減衰性

能の向上は躯体の耐震安全性を増すだけではな

く、非構造部材や内容物の保護にも役立ち、総

合的耐震安全性を確保するには非常に有効な手

段である。本技術は、建物に減衰性能を付与す

る手法としてブレース形状粘弾性ダンパーを用

いたものである。 

  粘弾性ダンパーは取り付け・メンテナンスの

簡単な取り扱いやすいダンパーである。また、

小さな振動から大きな振動まで有効であるとい

う特徴を有している。 

【性能証明の内容】 

  本技術について、性能の検討を行った結果は、

以下の通りの性能を有するものと認められる。 

(1)粘弾性ダンパーの単体性能 

本技術の粘弾性ダンパーは経年変化を考慮

しても減衰装置として一定の性能（等価剛性、

等価粘性減衰係数）を有しており、その性能

は小さな試験片で確認できる。 

(2)粘弾性ダンパーのモデル化の妥当性 

特定の振動数・振幅・温度の条件が与えられ

れば、本技術の粘弾性ダンパーの動的挙動が

Voigtモデルで定量的に模擬できる。 

(3)リリーフ機構を有する粘弾性ダンパーの 

   モデル化の妥当性 

ダンパー全体の挙動は、本技術のリリーフ機

構の挙動を模擬したスライダー要素と Voigt

モデルの直列結合で模擬できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本技術の問合せ先】 

株式会社鴻池組 大阪本店建築設計部  担当者：太田  寛  Ｅ-mail：ohta_hs@konoike.co.jp 

〒530-8517 大阪市北区梅田 3-4-5（毎日インテシオ）     TEL：06-6343-3744  FAX：06-6343-3163 
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図-1  粘弾性ダンパーの断面 

 

リリーフ機構

鋼板Ａ

鋼板Ｂ

粘弾性体

変形方向  
図-2  粘弾性ダンパー端部詳細図 

 

 

図-3  建物への取付け形式 


